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2023
今日の治療指針　2023年版
私はこう治療している
総編集　福井次矢、高木　誠、小室一成
デスク判：B5　頁2208　定価：22,000円 
[本体20,000+税10%]
［ISBN978-4-260-05035-7］
ポケット判：B6　頁2208　定価：17,050円 
[本体15,500+税10%]
［ISBN978-4-260-05034-0］

治療薬マニュアル 2023
監修　髙久史麿、矢﨑義雄
編集　北原光夫、上野文昭、越前宏俊
B6　頁2848　定価：5,500円[本体5,000+税10%]
［ISBN978-4-260-05054-8］

臨床検査データブック  
2023-2024
監修　髙久史麿
編集　黒川　清、春日雅人、北村　聖、大西宏明
B6　頁1200　定価：5,500円[本体5,000+税10%]
［ISBN978-4-260-05009-8］

医療者のスライドデザイン
プレゼンテーションを進化させる、デザインの教科書
小林　啓
B5変型　頁200　定価：3,740円[本体3,400+税10%]
［ISBN978-4-260-04773-9］

看護診断ハンドブック　（第12版）
原著　Carpenito LJ
監訳　黒江ゆり子
A5　頁928　定価：4,400円[本体4,000+税10%]
［ISBN978-4-260-05021-0］

周術期の臨床判断を磨くⅠ　（第2版）
手術侵襲と生体反応から導く看護
鎌倉やよい、深田順子
B5　頁228　定価：3,300円[本体3,000+税10%]
［ISBN978-4-260-05077-7］

誤嚥予防，食事のための 
ポジショニングPOTTプログラム 

［Web動画付］
編集　迫田綾子、北出貴則、竹市美加
B5　頁192　定価：2,750円[本体2,500+税10%]
［ISBN978-4-260-04322-9］

〈看護管理まなびラボBOOKS〉
看護師・医師を育てる経験学習支援
認知的徒弟制による6ステップアプローチ
松尾　睦、築部卓郎
A5　頁136　定価：2,750円[本体2,500+税10%]
［ISBN978-4-260-05122-4］

はたらく看護師のための自分の育て方
キャリア選択に活かす気づきのワーク17
川﨑つま子、高田朝子
A5　頁224　定価：2,200円[本体2,000+税10%]
［ISBN978-4-260-05059-3］

APA論文作成マニュアル　（第3版）
原著　American Psychological Association
著　アメリカ心理学会（APA）
訳　前田樹海、江藤裕之
B5　頁472　定価：4,620円[本体4,200+税10%]
［ISBN978-4-260-04812-5］

黒田裕子の
看護研究 Step by Step　（第6版）
黒田裕子
B5　頁412　定価：2,970円[本体2,700+税10%]
［ISBN978-4-260-05265-8］

13の実践レシピで解説！
看護を教える人が 
発問と応答のスキルを磨く本
内藤知佐子、髙橋聖子、髙橋平德
A5　頁144　定価：2,640円[本体2,400+税10%]
［ISBN978-4-260-05112-5］

強みと弱みからみた
地域・在宅看護過程　（第2版）
+総合的機能関連図
編集　河野あゆみ
編集協力　草場鉄周
A5　頁608　定価：4,180円[本体3,800+税10%]
［ISBN978-4-260-05082-1］

2023年版『系統看護学講座』準拠
解剖生理学ワークブック
編集　坂井建雄、岡田隆夫、宇賀貴紀
B5　頁136　定価：2,200円[本体2,000+税10%]
［ISBN978-4-260-05089-0］

弱さの倫理学
不完全な存在である私たちについて
宮坂道夫
A5　頁248　定価：2,420円[本体2,200+税10%]
［ISBN978-4-260-05114-9］
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なく，返答に至った考え方や努力，答
えてくれたこと自体を認めましょう。
応答があると，内発的学習意欲の源と
される「身近な人から大事にされてい
る，認められている」という他者受容
感が満たされます。「誰かの役に立て
た」という自己有用感，「一生懸命考
えて発表して良かった」という達成感
にもつながります。そこから心理的安
全性が形成されることで，教員と学生
の間の関係性も構築されます。
高橋平　もし応答がないと，「考えが
間違っていたのだ」と勘違いしたり，
「意見が流されている」と徒労感を覚
えたりします。また反応を返す際，期
待した答えと違ったから，とため息を
ついたり，いきなり間違いを指摘した
りしてはいけません。学生が拒否され
たと瞬時に感じ取り，萎縮してしまう
からです。そうなると，考えること自
体に嫌気が差したり，良い気づきや学 （2面につづく）

内藤　「発問」とは，教員から行う教育
的な意図を持った問いかけのことを指
します。興味をかき立てる，今の気持
ちを整理させる，発想を広げるなど，
学生に考えを深めさせるのに効果的な
スキルです。コーチングや 1on1ミーテ
ィングなど，ビジネスの場で発問の活
用が広がっていることから見ても，看
護教育学分野のみならず世間的に「問
いかけ」への注目は高まっていると言
えるでしょう。しかしいざやってみる
と，問いをうまく投げかけられない方
は多いのではないでしょうか。今回は
そうした方々の悩みを解決できるよう
なヒントを共有できればと思います。

コロナ禍のオンライン授業で
気づいた「応答」の重要性

内藤　まず，教育学分野の専門家であ
る高橋平徳先生より，「発問」の効果
についてご説明いただけますか。
高橋平　学生に対し，「見るべき視点」
と「考える枠組み」を示すガイドの役
割を果たすのが発問です。また，自分
の頭で考えるきっかけを提供すること
で，学生の学び続ける姿勢の形成にも
つながります。「導入」「展開」「まとめ」
という授業や活動の展開に合わせて 6
種類の発問があり，授業や活動のス
ムーズなマネジメントにも有効です。

内藤　なるほど。ですが，発問だけで
は授業を円滑に進めることはできませ
んよね。
高橋平　ええ。発問に対する学生の返
答を受け止め，それに対して反応を返
す「応答」も求められます。自分の発
言に対して相手から反応がないことが
いかに不安か，コロナ禍でオンライン
授業を体験して思い知りましたよね。
カメラがオフの状態では，自分の話を
学生がどう受け止めているのか，そも
そも聞いているのかさえわかりません。
内藤　同感です。看護学校で学生に教
えられている高橋聖子先生も，同じ経
験をお持ちですか。
高橋聖　そうですね。人前で話すこと
にある程度慣れている私たちでもここ
までつらいのですから，誤答などへの
不安から周囲の反応に敏感になってい
る学生にとってはなおさらのはずです。
高橋平　そんな学生の不安を軽減し，
積極的な学びにつなげるために応答が
必要なのです。応答は「待つ」「聴く」
「確かめる」「返す」の 4要素から構成
されており，どれが欠けてもいけませ
ん（表）。
内藤　応答の際は，学生その人自身を
認める「承認」の姿勢を大事にしなけ
ればなりませんね。教員からの発問に
対して，学生は頑張って返答していま
す。ですから問いに対する正誤は関係

びであっても答えられなくなること
があります。
内藤　発問は 1度だけで終わるもので
はなく，指導者の発問→学生の返答→
返答に対しての指導者の応答→必要
があれば再度発問，と循環するもので
す（次頁図）。この循環の中で学生の
考えは深められていきます。しかし応
答がないと，次の発問に対して答える
モチベーションがなくなるため，この
循環が切れてしまう。ですから重要な
のは，発問と応答をセットで活用する
ことですね。

予想外の返答は学生のニーズ
をとらえるチャンス

内藤　周りの先生方から「学生から期
待した答えが返ってこない」との悩み

　看護師が生涯にわたり学び続ける姿勢や思考力を形成するためには，自分の
頭で考える習慣を学生のうちに身につける必要がある。そのため，学生の興味
を喚起し，発想を広げ，思考を深めるための意図的な問いかけである「発問」
の活用が看護教員には期待されている。しかし，発問がうまくできずに悩む看
護教員は少なくない。
　この度上梓された『13の実践レシピで解説！　看護を教える人が発問と応答
のスキルを磨く本』（医学書院）は，「“発問”が成り立つためには，発問に対
する学生の返答を受け止めて返す“応答”が大切」との考えに基づき，学びを
生み出す「発問」と「応答」のスキルを実践例とともに解説している。発問と
応答のコツ，さらには教員が授業へ臨む際に持つべき姿勢について著者 3人に
お話しいただいた。

座
談
会
発問と応答のラリーで
学生のニーズをとらえた学びを

高橋 聖子氏
折尾愛真高等学校

看護専攻科 

内藤 知佐子氏＝司会
愛媛大学医学部附属病院

総合臨床研修センター 助教

高橋 平徳氏
愛媛大学教育･学生支援機構
教職総合センター 准教授

●表　 発問の 6つの分類と応答の 4つの要素

授業や話し合いの流れ
導入 展開 まとめ

発問の種類

導入の発問
授業の導入で
用いる

発散させる発問
学生の思考を広
げる

収束の発問
特に考えてもら
いたいことに焦
点を当てさせる

深化させる発問
より深く考えさ
せる

まとめの発問
成果をまとめる

運営の発問
授業や話し合いをマネジメントする

応答の要素 待つ・聴く・確かめる・返す

■［座談会］発問と応答のラリーで学生の
ニーズをとらえた学びを（内藤知佐子，高橋
平徳，高橋聖子）� 1 ― 2 面

■［寄稿］限られた医療資源の中で，サステ
ィナブルなケアシステムを構築する（本田
和也）� 3 面

■［寄稿］看護理工学アプローチから臨床
課題解決法を考える（雨宮歩）� 4 面

■［連載］教えるを学ぶエッセンス� 5 面
■［連載］他者理解を促すためのブックガイ

ド/［視点］心のケアと「わかること」――
雨の日の心理学（東畑開人）� 6 面
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＜出席者＞
●ないとう・ちさこ氏
2008年新潟県立看護大大
学院看護学修士課程修了。
10年京大病院内総合臨床
教育・研修センター助教，20
年京大大学院医学研究科研
究員などを経て，22年より現
職。教育の魅力を後進に伝
える，“愛のある学びの循環”を図る指導を心掛
けている。著書に『シミュレーション教育の効
果を高める ファシリテーターSkills & Tips』『学
生・新人看護師の目の色が変わる アイスブレイ
ク 30』（いずれも医学書院）など。
●たかはし・よしのり氏
2011年千葉大大学院看護
学研究科特任助教，14年札
医大医療人育成センター教
育開発研究部門特任助教を
経て，15年より愛媛大教育
･ 学生支援機構教職総合セ
ンター講師。16年北大大学
院経済学研究科博士後期課程修了。20年よ
り現職。専門は生涯学習論，経験学習論，教
員養成，組織論（人的資源管理）。修士（教
育学），博士（経営学）。著書に『看護教育
実践シリーズ 5――体験学習の展開』（医学
書院）など。
●たかはし・せいこ氏
1991年折尾女学園（当時）
看護専攻科卒。姫路聖マリ
ア病院にて看護実践のほかシ
ミュレーション教育に携わる。
兵庫県看護協会シミュレーシ
ョントレーナー育成コース講
師，シミュレーション教育セミ
ナーファシリテーター，日総研セミナー講師など
研修・教育活動も務める。2013年より現職。
公認心理士。共著に『臨床実践力を育てる！ 
看護のためのシミュレーション教育』（医学書院）
など。

（1面よりつづく）

ば，似た間違いが頻発している時は，
そこが学生にとってわかりにくい部分
だということ。発問の仕方や資料の内
容を修正したり，もう一度説明しなお
したりする必要があります。この気づ
きは，言わば学生からのフィードバッ
クです。
内藤　理想にがんじがらめになると，
教員も学生も次第に疲弊します。学生
側だけでなく「教員側」の心理的安全
性も確保して，肩の力を抜いて授業が
できるといいですね。発問と応答の循
環の中で，学生と共に授業をアップ
デートしていくことが大切ではないで
しょうか。
高橋平　そうですね。学生のニーズを
とらえた授業の秘訣は，教える側と教
えられる側がフラットな関係性の中で
対話し，育て合う，成長し合う姿勢な
のかもしれません。

どんなキャラクターの教員でも
発問と応答はできる

内藤　先ほど「予想外の答えが返って
きた時こそ，学生のニーズをとらえる
チャンス」と話題に上がりました。し
かし，予想だにしなかった答えに面食
らってしまい，応答できなかった経験
をお持ちの先生も多いでしょう。つま
り，学生の返答にその場で対応するア
ドリブ力が求められるのです。
　聖子先生は日々発問と応答を駆使し
て学生に向き合う，言わば実践のプロ
フェッショナルです。ずばり応答のコ
ツは何だと思いますか。
高橋聖　学生との対話を楽しむことで
す。実は私，明石家さんまさんのトー
クを参考にしています。相手を立てて，

話を引き出すのがうまいですよね。ど
んな答えが返ってきても「なるほど
な～」と一回相手の発言を受け止めて，
次の問いにつなげる。まさに応答です。
話を聞く時のリアクションからも「相
手に興味がある」という気持ちがよく
伝わってきます。
内藤　どんなゲストの話でも盛り上げ
られるのは，応答の力によるものとい
うことですね。
高橋聖　もちろん，全員が全員明石家
さんまになれということではありませ
ん。大切なのは，どうすれば学生の学
びを促進できるか考えて授業に臨むこ
とです。「私のキャラクターでは発問
と応答はできない」とのご意見をよく
いただくのですが，どんな方でも発問
と応答はできます。
高橋平　同感です。授業においての「聞
き上手」「話し上手」は，ただ面白い

内藤　コロナ禍以降，全国の看護学校
でオンライン授業が普及しました。そ
の一方で，改めて見直したいのは対面
授業の価値です。対面授業のメリット
は何だと考えていますか。
高橋聖　対面で行う授業の最大の強み
は，学生が教員との対話の中で学びを
深められる点です。知識を得るだけな
ら集まって授業をする必要はありませ
ん。教科書もありますし，今はわかり
やすく短時間でまとめられた動画が
YouTubeなどにたくさんありますか
ら。発問と応答は対話のため，そして
その対話の基礎となる関係性構築のた
めに必要なスキルでしょう。
高橋平　それに対面であれば，教員の
問いに対する学生の反応を見て，臨機
応変に対応できます。私の場合は，授
業を進める中で学生の反応が悪いなと
感じたら，その分野に関係する自分や
知り合いの経験談を話すことが多いで
す。教科書は知識がよくまとまってい
ますが，初学者にとってはとっつきに
くいことも多い。それが身近な人のエ
ピソードと結びつくことで，理解しや
すくなります。そして，エピソードを
通じて自分事としてとらえられるよう
になれば，学ぶ目的・将来への役立て
方といった「学ぶことのメリット」を
感じるようになるのです。ひいては学
習への意欲をかき立てることにもつな
がりますよ。
内藤　オンライン授業ではカメラ・マ
イクオンであっても，学生の反応は見
えづらいですから，対面のメリットと
言えますね。
　ほかにも，学生の「学びが起こるチ
ャンス」にタイムリーにかかわれる点
も強みと言えます。看護観などの答え
のない問題は，ディスカッションや対
話の中で育まれていくものです。学生
の心・感情が揺さぶられているタイミ
ングを見逃さずに効果的な発問ができ
れば，大きな学びにつながります。

 座談会　発問と応答のラリーで学生のニーズをとらえた学びを

をよく聞きます。ですが特定の答えを
学生に期待するのは，「承認」の姿勢
からは外れているように思います。
高橋聖　看護教員の誰もが一度は経験
している悩みでしょう。こんな時は「自
分が思い描いた通りの授業を展開しな
ければならない」と思い込んでいない
か，一度立ち止まって考えてみてくだ
さい。もし理想的な授業の実現が最優
先になっているとしたら，本来めざす
べき学生中心の授業ができていないと
いうことです。
内藤　「学生をきちんと育てなければ
いけない」というプレッシャーが，理
想の授業を追い求める一因になってい
るのかもしれません。けれども重要な
のは，教員が何を教えたかではなく，
学生が何を学べたかです。臨床看護に
おいて患者の立場に立つことが大切な
のと同じで，授業においても学生の立
場に立つことが大切。「Aを知りたい」
「Bに困っている」という学生のニー
ズをくみ取り，それに応えられる授業
をしたいですよね。
高橋平　そう考えると，むしろ予想外
の答えが返ってきた時こそ，学生の
ニーズをとらえるチャンスです。例え

話ができる，ということではありませ
ん。大切なことや考えてほしいことを
いかに学生に伝えるか，学生の学びが
深まる授業内容となるよう綿密に計画
すること。学生が自らの頭で考えられ
るよう発問をすること。そして何より，
どんな答えが返ってきても必ず応答す
る，という意識を持つこと。こういっ
た心構えと行動があれば，どのような
キャラクターであっても，誠意を持っ
て話してくれる，聞いてくれる教員だ
と学生に思ってもらえるのではないで
しょうか。
高橋聖　「何を伝えたいか」という軸
があってこそ，生徒のいかなる答えに
も応答する力を発揮できるのだと思い
ます。その軸をしっかり持って授業に
臨めば，発問と応答は自ずと実践でき
るはずです。

対面授業ならではの「対話」で看護のスキルを生かす 
高橋聖　何かにつまずいたり，考えさ
せられたりと良い体験をしている時の
学生は，表情やレポートの内容，質問
の量など，さまざまに変化が現れます
よね。
内藤　ええ。良い体験をしていること
に本人が気づいていない場合は「今す
ごく良いことをしたけれど，気づいて
いる？」などと，すぐに問いかけたい
です。後から言われても，学生はどん
な出来事だったか覚えていません。「よ
くわからないけど褒められた」で終わ
ってしまってはもったいない。
高橋平　教員は日ごろの対話・観察の
中でその学生の普段の様子を把握して
います。普段との違いに気づけるから
こそ「学びが起こるチャンス」を見逃
さないのですね。
高橋聖　学生が一番成長するのは，「ち
ょっとつまずいた上での成功経験」で
す。大きな失敗をすると立ち直れなく
なってしまいますし，簡単すぎると力
はつきません。今の力量を把握し，ど
んなことを任せたら成長できるかを見
極めることが，教員の役割の大部分を
占めると思います。
内藤　反応を見て臨機応変に対応す
る，普段との違いに目を配り学びのチ
ャンスを見逃さない，力量を見極めて
課題を設定する。これらは全て看護師
の「観察力」が生かせるポイントです。
観察力や相手に寄り添う力など，看護
師としてのスキルを生かせるポイント
が教育現場にはたくさんあります。看
護教員の皆さんには，看護のスキルと
発問・応答のスキルのどちらも発揮し
て，学生の力を伸ばす授業をしていっ
てほしいですね。本日はありがとうご
ざいました。 （了）

●図　  発問と応答の関係（『13の実践レ
シピで解説！　看護を教える人が
発問と応答のスキルを磨く本』よ
り作成）

発問し，学生からの返答に応答，また発問す
るというプロセスを繰り返すことで，学生の
考えを深める。発問と応答は必ずセット。

教員 学生

応答

返答

発問
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